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NPO法人ウィーズ理事長 光本 歩 

 

 

【本日お話しする内容について】 

 

●親の離婚を経験した私自身のことと、2009年からはじめ、現在のウィーズの活動の柱となっている 

「離婚等家庭環境に悩む子どものピアサポート」で出会ってきた子どもたちのことをお伝えします。 

 

●離婚に至るまでの状況は一つとして同じものはなく、複合的な要因を含みます。 

 子どもの捉え方や気持ち・現在の状況も、子どもの性格や年齢などによりさまざまです。 

 子どもから発せられたリアルな声からその多様性を感じていただけると幸いです。 

 

 ●一方で、多くの子どもに共通する事項もございます。離婚を経験する全ての子どもに接しているわけでは 

ないので「多くの」と表現させていただきますが、私たちのもとにたどり着く全ての子どもが話すことは 

以下の内容です。 

    

    ・親の争いに触れることが辛い 

    ・暮らしの平穏を守るために一緒に暮らす親の表情や感情に敏感になる 

    ・生きていく中でふいに「親の離婚による負の影響や傷」を感じるときがある 

 

 ●親権・養育費・面会交流についても子どもの視点で少しだけ述べさせていただきます。 

   

●本日は「子どもの立場から」ということですので、活動の具体的な内容・手法などは割愛しています。 

  必要があれば本日の質疑を含めお問い合わせいただければいつでもお話しいたします。 

なお、ウィーズでは子どもたちにとって必要なことを以下の３つと捉え、活動しています。 

 

・親の離婚を乗り越えるためのサポートが受けられること 

・サポートが必要な時に情報が手に入ること 

・親自体や親が離婚していることを長々子どもが否定せずに済むこと 

       

       

【本日お配りしている資料について】 

 

 ●家庭環境に悩む子どもたちからのＬＩＮＥ相談の内容を一部紹介しております。 

 ●昨年度、親の離婚を経験した子どもたちにお願いしたアンケートの結果を紹介しております。 

       

       

 

      本日はお時間をいただきましてありがとうございます 



親が離婚をしている子どもたちへのアンケートレポート 

ウィーズに相談をくれた500名の10代の子どもたちにアンケートをお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

-------【養育費について】-------------------- 

 

 

 

（厚生労働省令和 2年度ひとり親家庭自立促進基盤事業） 



 

 

 

 

 

 

 

-------【面会交流について】-------------------- 

 

 

 

養育費が子どもの権利であると 

位置づける場合、この実感度を 

高めていくことも検討されるべき 
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面会交流という言葉で表現されないが、

実際には面会交流がなされているケース

も多いことがわかる 



-------【親や大人に伝えたいこと】-------------------- 

 

 


